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に位置する

との合併により新たなス

利根川、南部に荒川が流れ、

上地柄を有しています。

ここには、先人たちの残し

なかでも、縄文時代晩期から

役所と

る上で欠かすことのできなし

深谷市では、こうし

ものです。

品は少量です
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及ひ．ぷ谷；
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2. 現場では基本的に 1/ 20で作成し、

に1I 3で掲載し、右潜について

3. t剥中の方位は、座標北を示す。

4. 迫物観察表の数値に のあるものは推定舶、《 》のあるものは

5. J. 屑断面図及びエレベーション図のスクリーントーン
の数値は、標麻値を示す。

I/ 60と た

を示す{べ妥

（斜線｝は、池Illを示す。ま
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ー 発掘調査の経緯及び経過

l. 発掘調査の

四十塚古培群は、埼玉県追跡登録番号ぬ63-

100にあたる。古墳群は、 JR岡部駅の北西tk 
mにあり国道 17号線沿線に所在する。遺跡の範

は東西約 380m、南北約 300mとなる。

内には、四十坂遺跡、四十坂南遺跡、

古瑣群、二の丸辺跡等が存在しているが、

分布する範囲を第2図点線のように想定している

l)。四十塚古瑣群内において墳丘が現(;fする

として、寅稲:(i:f塚古閉、四十坂浅間山占閉力：

する。寅稲紺塚古坦は、令長 51mの

円瑣であり、当古瑣群最大規松を有す。

鉦等より 6恨紀後半代の築造が考えられる。浅間

山古瑣は、街稲荷塚古墳の西月450mに位胃する。

30 m程のI「国と考えられるが｀周溝等の

は未実施である。また、現在は削平され閉丘は

しないが、四十塚古墳からは横矧板鋲祖短甲、

五鈴付鋭板等がrn土し、現在に伝えられている。
今回報告する発掘調在地点は、寅稲荷塚r1ij月の

200 mにあたる。発掘調査は、

に伴う緊急発掘である e

平成12年9月7日、株式会社ツーカーセルラー
東京（以下、事業者と記す）は、深谷市 OB岡部町〉
岡字二の丸 1607番地 lにおいて鉄塔建設を

し、岡部町教肖委員会に埋蔵文化財の所在及

その取扱いについて照会した。教育委い公では｀

開発予定地は四十塚古墳群（県遺跡登録番号63-

lOO) の範開内にあたること、坪峨文化財の詳細

を確認するため試掘調育を実施する必要があるこ

とを平成 12年 9月8日付教文第 282号で日笞し
た。

事業者からは、ただちに.Ill!蔵文化財試掘依頼膚
が提出され、平成 12年9月 13日に

l't~:; よ,_s"八lh,,,i,j .\;~'ヅhi!!された

が検出さ

t2年9月 28日

それぞれ岡部町

会へ提出された。

の地番は、 I屑部町（当時、以F深谷市と

記す）岡字二の丸 1607番地］である"'発掘調査

面積は、 42面で

(2) 表J:除去

は、 IQ月2I]から祀『した。作業は、

まずパックホー 0.4による表土l屈ムから始めた。

調代地は、9 台地末端部に位置している。表土は、

30cm程琲積しておりこの表上を除去すると迎

である黄褐色ローム炉上面となる。

確認

は1日で終1かし、追梢確認作業を実施

した。先の試掘調査で把握したとおり、比較的容

易に周溝の一部が検Illされた"
(4) 追構掘り下

業の後、直構掘り下げを間始した。掘り

下げについては、 7nを要した。遺物については｀
凧輪片を中心に出:,Iこした。小片につしヽては一括し

て取り上げた。

その他についてはl月上状態の'lJ'.真撮彩終了後、

出土位附t、出土レペルの記録を行い収り上げた。

その後、遺構完掘状況の写真、 il,叉:I化を行い、平

成 12年 10月20日をもって発桐憫行の全工程

終了し、機材等の撤収を行った。

(5) 

｝^ 

業は、水洗・注記を

了した後、しばらく 1:f:1断していた。

については深谷市教百委員会が引

lD :1 I J'lへ；） i :・ 力,,・r・c・
物）こ油l、 心’＇ヽ氏 fl.八、,;じ）i 
!9り7月..._12月にかけて）こh'.':, 

作成、・ハ:●＇執惰、レイア ト

その後. .・':',、 20汀'l「fチ,,・一

とりカトカ 'i~) . <.'.'1 c1: ; t , . ... ・.'.0 t1 

れた。
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II 迂跡の地理・歴史的環境

l . 地理的

荒川以北の深谷市域は、地形的には櫛挽

本JE台地、妥沼低地に大きく l区分される。
櫛挽台地は、荒川左岸に広がる台地であり、荒

JI Iにより形成された扇状地形を有する。ド印駕は、
冶川・針ヶ谷堀周辺で本叶台地、山崎山丘陵と

Iヌ分され、北端陥は、袖川尤岸付近で麦沼低地と

接する。妻沼低地と櫛挽台地の境界付近を束流す

る福川は、櫛挽台地扇端部の豊富な湧水を集めな

がら、深谷「Ii北部域の農業用水として現在も
な位質を占めている。

廊挽台地の標I笥は、扇頂部にあたる裔届付近で

100 m程、扇端部は 35-50 m程である。また、

当台地は、荒川の流路変更による段丘が発逹し、

その過程により櫛挽面x 奇届面に大別される。

櫛挽面は武蔵野面に対比され、深谷rli東平をの

せる。台地上には、藤治川、針ヶ谷掘川、 l!Y111、

上唐沢川、押切川、下唐沢川等の中小河川が北流

る。これらの河川は、扇央部から扇饂陥付近の

水に端を発し、台地を北流する。一

える台地上り現存する中小河川や、その他の埋

没谷による緩やかな起伏がある。

寄居面は、櫛挽面以降の段丘而である。櫛挽面

とは、寄店闊校付近から深谷巾下郷、境菟折之い、

届へと辿なる崖線で区分される。

この裔届面では、ローム約が比較的厚く

る段丘面と｀その下位にありローム層の堆積が薄

いか認められない段丘面に巨分される 0 前者ば、

威稜ヶ｝原面として別称されろ。悦界の

でぱ湧水がl逍所に認められるわさらに、

降、川本明戸付近を扇頂とする荒JII新扇状地が形

成される。御威稜ヶ原面との境界付近及び扇端部

付近は、熊谷市域の重要追跡が集巾する

木/J:'i'llりに朴IIJずこ遁：以は. i" ; I' 

川亀針ヶ谷伽i以凸U〉連域 (IiI託畠4

ある 台地上にはし見請川（小Lli国）傘心 I いい

堀悶の中小河川が北流しており、この河川の

域は．沖ば試地と沢乃

ど1口(I[l也は、 Pl以，：：

る↓ 屑方で本圧台地及

北部、旧深谷 iいに

中杓印：こ微憾地が存在し、

q, 1る

しの他、櫛挽台

山（楔崎約 11

櫛挽血に仙元山丘陵（標馘約 98ml

る残丘上の小丘陵が存在する。

、流川以掏ば、旧HI
背地域の南半は、汀州台地上にの

川右岸の流路変史により形成さ

り、扇状地形を有する。

昇付近に

約 109m)、

と呼称され

当する

江南台地も

段丘面であ

扇頂部付近の寄届Pl!木持では標高 140m、扇端

部の熊谷市原新且l付近では概脅 45mを測る。こ

の段丘血は江酎詞と II了称され、桐挽団以前のもの

である。江南面のF段には奇届即か仔伍する。こ
の段丘面は、櫛挽台地側のそれと対応する。

池上から下段の段丘頂j(寄居而）にかけ

て、荒川の支流てある［『野川が東流及び北流し、

その流域には狭小であるが沖柏低珀か存在する。

（引用・9 参考文献）

籠瀬良明 1975「自然堤防J

J99l 「川本町史一姐

1978 

埼荘県 1986「埼J,;.県史別編 3~, 自然」

深谷市 1969「深谷市史」

" 1980 r深谷万史一
1986 r 
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発見された迎梱と迫物

!'[Jり j—塚古閉 iりの概要

i1lJ-l-t; くl1lJ,:'i lli ;J、tf,i1tk -(;-ltli .. jL ;!,; ?J; I、こ）.Lrnl r ;; .i, 
如詳である口迫妍の椋闘は 51-53 m程であろこ

辿跡の北方は、台地の五綜となっており、眼下

には広大な沖積地（及沼低地）を見渡すことかで

ぎる，．，辺跡（ア｝尺、iiii!Iは柏l'lの形t!を旱し、、`

3砂0rn、 r}i.i『;:ヽ:'」 30りmを測る

湖辺には'_:_の丸追跡（均'

63-010) 四十坂辺跡（ぬ 63-0Ill、四十坂『匂己

(No. 63-013)、‘片後追跡 (NoG3-0 I 6) 等か存

{rしており、 l!Jザ';}かl))fi'f'/・，,:0'(.:されてし＂る、......'

，； J. ら育本来的;.::は、これら直閃i;'が合めた古J[!i[

の範囲が想定される（弟 2図参l闘

門ヤ塚古炉註ぱ、昭和 56臼，

に伴二 了半成6位

i"'1・':h・!、・.'.されており
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c,/ 

三

C 
'""'""""" 
52. 6伽

3 暗褐色：I:: 

4 黒褐色土

浅間A軽石多量含む（耕作七），
ローム粒、浅間A軽石多量含む.,やや粘性
あり,,
ローム粒多最浅間A軽砂量含む。ロー
ムプロック少量含む。
r:.1ーム粒多量に含む，か茶褐色I斑状に滉入
する心

6 黒褐色：：I: 

7 暗紺褐色t
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